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【要約】陸域の土壌試料を対象としたマイクロプラスチック（MPs）の採取方法について、既往研究に基づき簡易な手法

を作成し、実試料に適用した。MPsの採取事例は海水だけでなく河川水や底質での採取事例があったが、統一的な手法は

定められていなかった。本報告ではふるい分けと飽和食塩水による比重分別を用いてMPs様試料を簡易に採取可能な手

法を作成し、調査地域周辺の河川のごみや散乱ごみの分布状況に基づき選定した試料採取地点にて適用した。本法はMP

s様試料の採取が可能であったが、次のような課題点も得られた。第一に、比重分別の際にビーカー内壁へのMPs様粒子

の付着が認められたことから目視が困難な微小なMPs様試料の採取には向かないこと第二に、有機物の多い側溝汚泥の

ような試料では有機物の分解操作を加える必要があることが示唆された。 
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１．はじめに 

海洋プラスチックごみの80%は陸域由来である

との試算1)がなされており、Jambeckら2)は日本から

のプラスチックごみ流出量は年間2～6万トンにな

ると推計している。海洋へ流出するプラスチック

ごみのうち、直径5 mm以下の微細なプラスチック

はマイクロプラスチック（以下、MPsと略記）と呼

ばれており、世界の海洋環境中に分布することが

報告されている。MPsは日用品に含まれるスクラ

ブ、レジンペレット、洗濯により剥離した合成繊

維などの微細な形状のMPs（一次MPs、一次発生M

Ps）のほか、大きなプラスチックごみが紫外線等の

外的要因により劣化し、徐々に小さな破片状にな

ったMPs（二次MPs、二次発生MPs）に大別される

3)。 

 

MPsは海洋のみならず、河川水中や都市または

山間部の大気環境でも検出されており、MPsやプ

ラスチックに添加・吸着する化学物質による生物・

生態系影響が懸念されている4)。MPsの回収は非常

に困難なことから、プラスチックごみの発生抑制、

特に陸域における発生抑制が重要である。一方で、

河川や海洋へ流出するプラスチックごみの量を推

計した事例2,5)は限られており、推計値の幅も大き

い。この原因として、環境中へ流出するごみの多くは

散乱ごみとして管理されていない状態で残置されて

いるため有効な統計データが欠如していることが考え

られる。加えて、散乱ごみは風雨等の影響のほか、ポ

イ捨て等の不法行為、地域の清掃活動等により容易

に移動・減少、あるいは増加することから、散乱ごみ

量の評価指標として計測しやすく適切なパラメータ

が存在しない。ここでMPsに着目すると二次MPs

のように環境中に散乱したプラスチックごみか

らのMPs発生が想定されることから、MPsの土壌

や河川水等の環境媒体中濃度（個数濃度、重量濃

度）は、その地域の管理されていないプラスチックご

みの量を反映するパラメータとして活用できる可能性

がある。既往研究では、河川水中のMPs濃度と水収

支解析を組み合わせて日本国内から海洋へ流出

するプラスチックごみの総量を評価した事例 6)が
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報告されている。 

本報告では、陸域におけるプラスチックごみの

実態把握に結びつけるため、陸域土壌中のMPsの

実態把握調査手法を検討することを目的に、既往

研究の整理と簡易なMPsの採取方法を検討した。

なお、FT-IR等によるMPs（あるいはプラスチック）

の同定は行っていないため、本報告はMPsの採取・

前処理までが検討範囲である。 

 

２．方法 

2.1 MPsの採取方法に関する情報収集 

 海水及び河川水中のMPsの採取方法例や海岸等

での採取事例を収集し、MPsの採取方法について

整理した。 

 

2.2 土壌試料中MPs等の採取方法に関する検討 

 既往研究に基づき土壌試料からMPsを含むプラ

スチック片（5 mm以上のものを含む）の採取方法

を検討した。なお、ここで5 mm以上のものを対象

に含めるのは、海洋や海岸に到達したプラスチッ

クに比べて陸域ではプラスチックの劣化が進んで

いない可能性を考慮したためである。また、調査

地点の選定方法の考え方として、調査地域におけ

る河川ごみ及び散乱ごみの分布状況を検討した。 

 

2.3 作成した土壌試料中MPsの採取方法 

土壌試料は「25 ㎝×25 ㎝×深さ 1 ㎝」の区画

から採取7)した。ただし、雨水排水溝のように25 

㎝×25 ㎝の区画を確保できない地点では合計で50

0 mL程度の試料を採取した。 

採取した試料は実験室にてふるい分け（目合5 

mm）し、粗大物を除いた。ふるいを通らなかっ

た粗大物からは目視でプラスチック片を回収した

（マクロプラスチックに相当）。ふるい分けした

試料をガラスビーカー内で飽和食塩水と撹拌し、

一晩静置後に上澄み中の浮遊物をネットにて採取

した。採取した浮遊物を水洗し、MPs様試料（素

材の同定をしていないため、本報告ではこの呼称

を採用）を目視にて選別した。 

 

３．結果及び考察 

3.1 MPsの採取方法に関する情報整理 

3.1.1 海水及び河川水の既往研究 

 海域におけるMPsの採取方法は、一般に目合0.3 

mmのプランクトンネットを用いて行われており8)、

河川での調査も同様の手法で行われている9)。日本

国内河川水の調査事例ではより小さいMPsを対象

に目合0.1 mmのプランクトンネットを用いた研

究も報告3)されている。「漂流マイクロプラスチッ

クのモニタリング手法調和ガイドライン」9)では、

グローバル比較の観点では0.3 mmのネットを使

用することが望ましいと記載されている。 

日本周辺海域はMPsのホットスポットとして知

られており、日本周辺海域の平均MPs濃度は3.74個

 m-3と世界平均の27倍に相当すると報告されてい

る8)。一方で、河川水中での平均MPs濃度は1.6 個

 m-3と海域に比べて低濃度であることが報告され

ている10)。したがって河川水中のMPs濃度は低く、

検出には多量の水試料が必要である。小規模河川

では水の流れに乏しく、また大型の船舶を用いた

試料採取が困難であることから、MPs採取用の機

器を開発し調査した事例も報告されている11)。 

 プランクトンネットにて回収した試料は有機物

の分解処理や比重分別等を行った上でMPsを分離

する。分解処理には過酸化水素等による酸化分解 

12)のほか、アルカリ分解13)や酵素14)による分解事例

が報告されている。 

海洋で採取した試料について有機物分解の有無

による違いが検討されている9)。試験所間比較では

1 mm以上のMPs分析では有機物の分解処理の有

無に系統的な差はみられなかったとする一方、1 

mm未満のMPs分析では分解処理を行っていない

試験所全てで粒子数や重量を過小評価する結果と

なったと報告している。 

比重分別で用いる溶液は複数報告されている。

代表的なプラスチックの比重は、約1付近に分布し

ていることから、飽和食塩水（比重約1.2）や海水、

飽和ヨウ化ナトリウム水溶液（比重1.8）、ポリタ

ングステン酸ナトリウム（比重1.8程度になるよう

水へ溶解して調整）など比重が1より大きい溶液を



用いて比重分別を行う方法が採用されている15)。

飽和食塩水では比重の小さいポリスチレンやポリ

プロピレン等が分離できるが、比重のより大きい

プラスチックを厳密には分離できないことに留意

が必要である。 

以上のように、海水や河川水中のMPsの採取方

法は、ネットによる水試料からの分離、有機物の

分解処理、比重分別が標準的な操作である一方、

器具や試薬の選択等試験方法については一致がみ

られない状況にあったといえる。Joint Group of  

Experts on the Scientific Aspects of Marine Envir

onmental Protection（GESAMP）15)や日本9)で分析方

法の標準化や調和化に向けた取組が行われている。 

 

3.1.2 海岸砂・底質等の既往研究 

 砂浜を対象とした検討7)では、海岸の砂を25 ㎝

×25 ㎝×深さ 1 ㎝にて採取し、粗大物をふるい分

けした上で、比重分別を海水にて行うものであり、

非常に簡易な手法で試料採取がなされている。湖

沼底質を対象とした検討16)では熊本県内の江津湖

にて底質を50 g採取し、MPsを回収したことを報

告しており、回収されたMPsの一部は玩具由来で

ある可能性を示している。路面塵埃を対象とした

検討17)では掃除機によって路面の塵埃を回収後、

過酸化水素水で有機物分解した後に比重分別を行

う手法が報告されている。この研究ではMPs中に

自動車タイヤ由来のものが検出されたと報告され

ている。下水汚泥を対象とした検討18)では、フェン

トン反応によって下水汚泥中の有機物を分解処理

後、ヨウ化ナトリウム水溶液にて比重分別する前

処理操作を行っている。 

 

3.2 陸域土壌中MPs等の採取方法に関する検討 

 既往研究および散乱ごみの現地調査結果を参考

に、陸域におけるMPs等の採取方法の検討を行っ

た。 

 

3.2.1 試料採取地点の選定 

 日本国内の河川水中のMPs濃度（平均1.6 個 m-

3）10)から考えると陸域でのMPs濃度も小さいこと

が想定された。したがって、調査の試行に際して

は可能な限りMPsが含まれる試料が採取できる地

域・地点を選定する必要があると考えられた。 

陸域でのMPsの発生量はMPsの生成元となるプ

ラスチックごみの散乱状況を反映していると考え

られることから、散乱ごみの発生量に依存すると

考えられる。本報告では著者らが以前実施した、

環境省請負業務「海洋ごみ削減のための複数自治

体等連携による発生抑制対策等モデル事業等実施

業務」（以下、モデル事業と略記）の散乱ごみ等の

調査結果を踏まえて現地踏査を行い、調査地点を

選定した。モデル事業でのごみ調査は愛知県新川

流域、岐阜県荒田川流域、三重県天白川・鹿化川流

域、岡山県宮川流域にて実施された。調査流域の

河川の岸や河川敷に分布するごみ（以下、河川ご

みという）の量は、流域内の散乱ごみの発生量を

反映していると考えられることから、河川ごみの

分布を比較することで、散乱ごみの発生量を間接

的に評価することとした。2019年度夏季調査にお

ける愛知県・三重県・岐阜県の河川ごみ量の調査

結果（抜粋）19)をTable 1に示す。なお、河川ごみ

量の調査は河川ゴミ調査マニュアル20)を参考に行

った。 

新川は河川10 mあたりのごみの分布量が他の

モデル流域より多かった。新川流域は流域人口が

他の地域より多いことやコンクリート護岸の高水

敷は開放されていない区間が多く清掃活動もしに

くいため、ごみが放置されやすいものと考えられ

た。河川ごみ調査の結果を踏まえ、新川流域を調

査地域とし現地踏査を行った。 

MPsは降水等によって容易に移動することが

考えられ、陸域における水の流れ、すなわち集水

域を把握し調査地点を検討するべきと考えられ

た。陸域での試料採取地点を検討するにあたり、

集水域の情報を収集した。新川流域は複数の排水

機場が整備されており、排水調整の対象となって

いる 21)ことから新川下流域の排水区を一つの集

水域とみなして現地踏査を行った。河川堤防下部

の雨水排水溝（Fig. 1, S1）では開渠となっている

部分が認められ、その中にはポイ捨て、ないし周



囲から流入したと思われるプラスチック製品の

ごみ等の散乱・集積が認められた（Fig. 2, S1）。

陸域でMPsが発生していると仮定するとこのよ

うな雨水排水溝にMPsが流入してくることが想

定されたため、排水溝の堆積物を採取することと

した。また、新川の高水敷（Fig. 1, S2）にはペッ

トボトル等プラスチック製品のごみが多量に堆

積している区間がみられ（Fig. 2, S2）、MPsも同

様に堆積している可能性があると考えられたこ

とから、高水敷内の土壌を採取した。 

 

Table 1 Volume of river litter (reproduced from reference 

20) 

River Watershed 

population 

Litter volume (L/10 m) 

Shinkawa 870,000 28.7 

Tenpaku 120,000 6.5 

Arata 94,000 9.6 

 

 

3.2.2 試料採取地点における散乱ごみ組成 

 試料採取を行った地点周辺に散乱するごみの組

成調査を目視によるカウント法にて行った。Intern

ational Coastal Cleanup（ICC）では評価の対象を2.

5 cm以上のごみとしている22)ことから、本調査も

それに準じた。2.5 cm以上のごみの組成をFig. 3

及びFig. 4に示す。S1では雨水排水溝50 mの範囲

を、S2では高水敷を河川に沿って10 mの範囲を

調査範囲とした。いずれの調査地点もプラスチッ

ク製品に由来するごみが突出して多く、その内訳

は日常生活で一般的に使用される製品由来と考

えられるものが多数を占めた。S1周辺は食品の容

器包装が多数散乱しており、路上駐車の車両が多

く認められたことから駐車中の車両からのポイ

捨てが散乱ごみの発生要因の一つであると疑わ

れた。新川高水敷で調査したS2周辺の区間は一般

には開放されておらず、河川堤防によって周囲か

ら見えにくい状況である。漂着物と思われるラベ

ルの無いペットボトルが散乱していたほか、ポイ

捨て等によるものと思われるごみが多数認めら

れた。いずれの地点でも2.5 cm以上の大きさのプ

ラスチック片が散乱していたことから、河川や海

洋へ流出する前の段階でもプラスチック製品が

断片化・破片化していることが確認された。  

 

Sampling point 1 (S1) 

 

Sampling point 2 (S2) 

Fig. 1 Sampling points 

 

 

S1 

 

S2 

Fig. 2 Example of littering garbage 

 

 

Fig. 3 Litter composition at S1  

 

 

Fig. 4 Litter composition at S2 
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3.2.3 土壌中MPs採取方法の試行と課題 

 ペットボトル等プラスチック製品のごみが多

量に堆積していた新川高水敷S2地点からマクロ

プラスチック（≧5 mm）やMPs様試料が採取され

た。S2地点で採取したマクロプラスチックとMPs

様試料をFig. 5に示す。作成したMPs採取方法は比

較的安価かつ簡便な方法でMPsが得られたが、一

方で課題も多い結果となった。海岸砂のような砂

質試料では飽和食塩水による撹拌・静置のみでMP

s様試料をおおよそ選別可能であったが、雨水排水

溝（S1）から採取した汚泥のような土壌試料は比

重分別で上澄みを分ける際に溶液が懸濁し、浮遊

物のみを得るのが困難であった。土壌試料のよう

に多量の有機物を含む試料については比重分別の

前または上澄み液の採取後に有機物の分解処理が

強く推奨されると考えられた。また、今回はガラ

スビーカー内で比重分別を行ったが、ガラスビー

カー内壁に付着物が認められた。目視で確認でき

る範囲で付着物を回収することは可能であるが、

目視で確認できない小さなMPsを対象とする場合

には、MPsの回収率が低下する恐れがあると考え

られた。既往研究では比重分別に活栓付き漏斗も

使用されているが、懸濁物の詰まりや器具洗浄の

手間といった欠点も指摘されており12)、有機物の

多い試料には適さないものと考えられる。これら

の欠点を解消するべく比重分別を行う器具の開発

例も報告されている23)。多数の試料を処理する場

合には可能な範囲で専用器具の使用が推奨される

と考えられた。 

 

４．結言 

 既往研究に基づき、土壌や雨水排水溝の汚泥を

対象とした陸域でのMPsの簡易な試料採取方法を

検討した。河川ごみや散乱ごみの調査結果に基づ

き、MPsの検出が期待される地点の抽出ができる

ことが示唆された。本研究ではふるい分けと飽和

食塩水による比重分別を採用した簡易な手法を提

案し、MPs様試料を得ることが可能であった。採取

したMPs様試料の同定にはFT-IR等の分析機器を

用いる必要がある。本法は簡便である一方で、比

重の大きなMPsの回収が困難であること目視が困

難な小さいMPsの回収には不適当である可能性が

ある。これらの課題については、前者はヨウ化ナ

トリウム等比重の大きい溶液にて比重分別を行う、

後者は有機物分解操作を前処理工程に加えるとい

った改善の余地があると考えられた。 

 

  

Macro plastics（≧5 mm） MP-like plastics 

Fig. 5 Macro and MP-like plastics 
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Summary 

This study develops a simple method for collecting 

microplastics (MPs) from ground soil samples based 

on previous studies, and it is applied to actual 

samples. MPs have been collected from seawater, river 

water, and sediment. The method in this study collects 

MP-like samples using sieving and specific gravity 

sorting with saturated saline solution. We applied this 

method to the sample collection sites that were 

selected based on the distribution of trash and 

scattered litter in the rivers around the study area. 

Although the method could collect MP-like samples, 

the following problems were found. First, MP-like 

particles were observed to adhere to the inner wall of 

the beaker during the specific gravity separation, 

suggesting that this method is not suitable for 

collecting small MP-like samples that are difficult to 

see. Second, it is necessary to decompose the organic 

matter for samples with a high content of organic 

matter, such as a ditch sediment. 


